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急性期病院から地域生活に戻るための医療連携の強化
～在宅復帰・就労支援（復帰）につなげるために～

＜日 時＞ ２０２４年１月２６日（金）１９:００～２０:３０
＜場 所＞ 九州医療センター 外来棟３階 講堂

福岡市中央区地行浜1ｰ8ｰ1 TEL092-833-6806(地域連携室)

＜研修対象＞ 脳卒中患者の診療にかかわる医師、看護師、
コメディカルスタッフ

＜研修形式＞ 会 場

【プログラム】
司会： 九州医療センター副院長 中島 寅彦

脳血管ハイケアセンター看護師長 瀬戸さほり

１．開会の挨拶（５分） 九州医療センター副院長 中島 寅彦

２．福岡県循環器病総合支援センターの取り組みと脳卒中あんしん連携ノートの紹介
（１０分）  九州医療センター副院長 岡田 靖

３．在宅復帰、就労支援に繋げるための急性期病院でのとりくみ（１５分）
脳血管センター部長 脳血管神経内科科長 杉森 宏

４．急性期病院における脳卒中疾患患者の相談対応の実際（１０分）
脳血管ハイケアセンター副看護師長

脳卒中リハビリテーション看護認定看護師 星野 瑠璃

５．急性期病院から考える回復期、在宅・復職支援の実際（５分）
リハビリテーション部副部長 田中 正則

６．回復期医療や在宅医療の実際と急性期病院との連携強化にむけて（１０分）
福岡ハートネット病院 リハビリテーション部課長 森田 剛之

７．アンケートの結果（５分）
地域医療連携室 医療ソーシャルワーカー 藤崎 航介

８．意見交換（２５分）

９．閉会の挨拶（５分） 九州医療センター副院長 中島 寅彦

■主催／福岡県循環器病総合支援センター、九州医療センター地域連携室
■後援／福岡県保健医療介護部健康増進課、福岡県医師会

令和５年度 福岡県循環器病総合支援センター

第8回 よかよかネットワークの会

参加ご希望の方は右記QRコードを読み取って
お申し込みください。
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